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令和５年度 １月号 

港区立青山小学校 校長 可児 亜希子 
TEL 03-3403-5588   FAX 03-3403-5589 

E メール aoyama-es@minato-tky.ed.jp 

HP https://aoyama-es.minato-tky.ed.jp 

力を合わせて 前に進もう 

  

               校長 可児 亜希子 

  

先日発生した能登半島地震により犠牲となられた方々、そして、羽田空港の事故により亡くなられた方々

に深く哀悼の意を表するとともに、負傷された方々、被災された方々とそのご家族の皆様に心からお見舞い

申し上げます。 

  

  

新しい年の幕開けとともに、学校では 3 学期が始まりました。この 1 年が子供たち、保護者・地域の皆様

にとって充実した年となりますようお祈り申し上げます。 

さて、今年の干支は「甲辰」です。「甲（きのえ）」は干支の最初であり、生命循環の誕生の状態、物事の始

まりの年ととらえられます。また、「辰」も勢いと力を増していく成功の意ととらえられるため、この二つが合

わさる「甲辰」は、新しいことを始めたり、今まで準備してきたことが形になったりするといった年となると考え

られています。 

  

そこで、ある物語を紹介します。 

「蝶は、幼虫だった頃の自分を“小さな蝶”だと思っているのよ。それは、幼虫の頃の記憶が残っていると怖く

て飛べないから。ある日、蝶は天から“忘却”という能力を授けられたの。そのおかげで、寂しかったことや辛

かった記憶を綺麗に忘れて、羽ばたく勇気をもてたのよ。貴方も寂しいことや辛い思い出を忘れて。幼虫の

頃の記憶を忘れる蝶のように。」 

  

今、地道に努力していることはありますか。また、過去の失敗を思い出して、勇気を出せなくなってしまっ

ていることはありませんか。そのような時は、この物語を思い出してみてください。じっとこらえて蓄えた力や

地道な努力は、いずれ報われる時が訪れます。見られる時だけ、見られる部分だけ繕う者より、真の力を身

に付けた者は強いのです。まさに、今年の干支「甲辰」は、そのような者を後押しする年です。 

 令和 6 年も教職員全員で子供たちのために努めてまいります。保護者の皆様、地域の皆様の温かな見守

りとご協力を、どうぞよろしくお願いいたします。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 曜 １月の主な行事予定 

1 

 

月 元日 

2 火  

3 水  

4 木 学校閉庁期間終 

5 金  

6 土  

7 日 冬季休業終 

8 月 成人の日 

9 火 始業式 午前授業 計測始（～１９日） 

10 水 安全指導  給食始  生活リズムチェックシート記入始 

11 木 避難訓練（地震）          ☆● 

12 金 体育朝会 書き初め会     

13 土 読み聞かせ 土曜授業 土曜国際 ６年歯科医講話 

14 日 生活リズムチェックシート記入終 

15 月 全校朝会 委員会  

16 火 書き初め展始             〇 

17 水 午前授業 ５年プログラミング出前授業 

18 木             ☆● 

19 金 たてわり班活動  計測終 

20 土  

21 日  

22 月 全校朝会 クラブ ３年クラブ見学 あすなろサッカー教室 

23 火 ３年社会科見学            〇 

24 水 あすなろサッカー教室 

25 木 書き初め展終            ☆● 

26 金 ユニセフ集会 ３年美しいまちキャンペーン 漢検 あすなろサッカー教室 図工区展(～２８日) 

27 土  

28 日  

29 月 全校朝会 ユニセフ募金始(～２月１日) 

30 火 ３・４年和楽器鑑賞教室        〇 

31 水  

今月の目標 
生活目標 あいさつをしっかりしよう 
保健目標 かぜを予防しよう 
給食目標 よい姿勢で楽しく食べよう 

●〇・・・カウンセラー来校日  

※予定は、変更になる場合があります。 

ユニセフ募金について 

運営委員会 

 運営委員会は、学校行事の司会や代表挨拶、ス

ローガン決めなどを主な活動としています。今年

度は児童集会の運営も行っており、全校児童が楽

しめる集会を考えています。 

 １月はユニセフ協会の方からユニセフ募金につ

いてお話を伺い、ユニセフ募金活動を行います。

期間は１月２９日（月）から２月１日（木）の４日間で

す。また、運営委員会によるポスターも校内に掲示

し、募金活動を呼びかけています。 

 ユニセフ募金を通して、世界の現状に興味をもっ

たり、自分たちにできることを考えたりする機会に

なることを願っています。ご協力、よろしくお願い

いたします。 

 

たてわり班活動について 

特別活動部 

青山小学校では、異学年交流として月に１回６

年生が遊びを企画する「たてわり班活動」を行って

います。４月から行ってきた「たてわり班活動」です

が、１２月に行った活動をもって、６年生が企画す

る活動は最後となりました。ここまで最高学年とし

て、立派に役割を務めた６年生、お疲れ様でした。

１月からは、来年度への引継ぎとして５年生が遊び

を企画します。みんなで楽しく活動できることを引

き続き期待しています。 

☆・・・スクールソーシャルワーカー来校日  



 

 

 

 

 

２０３０年に残したいモノ 

                                                    ５年担任  

 

みなさんには、未来に残したいモノはありますか？ 

本校でも取り組んでいるSDGs（持続可能な開発目標）とは、すべての人々にとってよい、持続可能な未

来を築くための目標です。誰一人取り残すことのないように、2030年までに達成しようと１７の目標を掲げ

ています。いよいよ２０３０年がすぐそこまで迫っています。２０３０年に成人（１８歳）になる子供たち。それは

今年度の５年生です。 

冒頭の質問に戻りますが、みなさんには、未来に残したいモノはありますか。５年１組の子供たちは、

ITOCHU  SDG ｓ  Ｓ ＴＵＤ ＩＯ  GALLERY で行われていた企画展示「 TIME CAPSULE 

DEPARTMENT」を見学し、自分が２０３０年に残したいモノを考えました。その中で多く挙がった共通の

意見は、「青山小学校」でした。 

 自分たちが最高学年になったとき、入学したての１年生に何を伝えたいのか。自分たちが大人になったと

き、２０３０年の５年生に何を残したいのか。自分たちが感じている青山小学校のよさを未来に残していくた

めに、自分たちには何ができるのか。今年度の５年生だからこそできることを考え、実行していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～ＳＤＧｓにつながる学びについて～ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

1２月 青山小 生活の様子 

 

５年 TBS出前授業 

５・６年 いじめ防止研修授業 ３年 赤坂消防署見学 

４年 手話出前授業 


